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1.　取組の対象組織・活動の明確化

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・ 飯綾建設株式会社

・ 代表取締役　栗　正義

（２）所在地

・ 本社 丸亀市綾歌町岡田東1099番地5

・ 資材置場 丸亀市綾歌町富熊字本村8番地25

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・ 環境管理責任者 八木　力

・ 連絡担当者 田村　加良子

・ TEL 0877-86-5105

（４）事業内容

・ 管工事業、土木工事業、水道施設工事業

（５）事業の規模

・ 売上高(出来高)

・ 工事等の件数

・ 従業員 12人

・ 延べ面積 事務所　128.94㎡、資材置場1,655㎡

（６）事業年度

・ 9月～8月

（7）許可関係

・

・

・

・

○認証・登録の対象範囲

登録事業所（全組織、全活動）

飯綾建設株式会社　本社、資材置場

事業内容

・管工事業、土木工事業、水道施設工事業

取組期間

関連事業所

なし

産業廃棄物収集運搬業許可証　許可番号：03705140891

（自社発生品のみ運搬）

・2022年9月～2023年8月

特定建設業　香川県知事（特-2）第4767号　建設業の許可：管工事業

124 百万円／2022年度

管工事75件、土木工事9件、水道施設工事1件

一般建設業　香川県知事（般-2）第4767号　建設業の許可：土木、水道施設工事業

建設業の許可年月日　令和2年9月22日
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２．取組の対象組織・活動の明確化

*事務所

*建設現場

工事部

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門に関連する環境経営計画の実地及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営活動へ参加

総務部

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・環境経営活動の実績集計

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境経営活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境経営レポートの作成

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

下請等の協力会社 従業員

八木　力

工事部　総務部

現場責任者

飯綾建設株式会社　 実施体制図

代表取締役

栗　正義

環境管理責任者
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３.　取組の対象組織・活動の明確化

２．

３．

制定日： 2017年8月1日

改定日： 2020年3月3日

飯綾建設 株式会社

代表取締役　栗　正義

環境方針は、全社員に周知し、環境経営レポートを公開します。

環境関連法規・条例・規則を遵守します。

飯綾建設株式会社

③廃棄物の分別・リサイクルの推進に取組み、排出量を削減する。

④上水道使用量の削減（節水）に努める。

⑤地域貢献のため事務所周辺の清掃を行う。

⑥環境に配慮した施工を行う。

行動指針

１．環境負荷削減のため次の項目に取組みます。

①経営における課題とチャンスを明確する。

②エネルギー消費量を控え、二酸化炭素排出量を削減する。

環　境　経　営　方　針

当社は地球環境保全の重要性を全社員が認識し、事業活動を通じて、環境負荷の低減

を図るために、社員一丸となって環境保全活動を積極的に推進し、環境経営の継続的

改善を誓約します。

基本理念
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４.　環境経営目標

○中・長期目的・目標

単位 基準年（２０21年） ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 48,949.69 48,460.19 47,970.70 47,481.20

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033 5,972 5,911

・ガソリン使用量削減 L 10,561.27 10,455.66 10,350.04 10,244.43

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96 7,847.88 7,767.80

廃棄物排出量削減 kg 62,488.00 61,863.12 61,238.24 60,613.36

上水使用量削減         m3 140.10 138.70 137.30 135.90

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12 12 12

環境配慮施工の推進　＊3 実施率（％） 100 100 100 100

　　　（kg－CO2／kWh）を使用した。

○短期目的・目標

・取組期間　2022年　9月　～　2023年　8月

・全体
目的 単位 基準年（２０21年） 目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 48,949.69 48,460.19

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033

・ガソリン使用量削減 L 10,561.27 10,455.66

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96

廃棄物排出量削減 kg 62,488.00 61,863.12

上水使用量削減         m3 140.1 138.70

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12

環境配慮施工の推進　＊3 実施率 100% 100%

・事務所
目的 単位 基準年（２０21年） ２０２２年

二酸化炭素の削減 kg-CO2 13,184.33 13,052.49

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033

・ガソリン使用量削減 L 4,175.16 4,133.41

一般廃棄物排出量削減 kg 268.00 265.32

上水使用量削減         m3 38.00 37.62

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12

・建設現場
目的 単位 基準年（２０21年） 目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 35,765.36 35,407.71

・ガソリン使用量削減 L 6,386.11 6,322.25

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96

産業廃棄物排出量削減 kg 62,220.00 61,597.80

上水使用量削減         m3 102.10 101.08

環境配慮施工の推進　＊3 実施率 100% 100%

＊４．化学物質の使用がないため、目標を設定していません。

目的
目　　　標

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2022年1月7日発表（2020年実績）の調整後排出係数：０．574

＊２．地域貢献のため事務所周辺の清掃に取組ます。

＊３．組織本来の取組として環境に配慮した施工方法（手戻り工事ゼロ）の推進に取組ます。
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５.　環境経営計画

(具体的取組内容)

○事務所
・取組期間　2022年9月　～　2023年8月

具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③OA機器類の節電ﾓｰﾄﾞ使用

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③営業活動距離の短縮

①ごみの分別収集

②コピー用紙の裏面の利用

①節水シールポスター掲示

②節水コマの取付

①周辺清掃

○現場
・取組期間　2022年9月　～　2023年8月

具体的実施項目 実施責任者

ガソリン使用量削減 ①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

①アイドリングストップの徹底

②定期的な保守点検の実施

①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底

③再資源化に努める。

①工程改善による節水

②節水コマの取付

①開始前に施工内容、方法の確認

②次工程移行前の施工確認の実施

地域貢献の取組 地域貢献 代表取締役

廃棄物 一般廃棄物削減 総務部責任者

上水使用量 節水 環境管理 責任者

二酸化炭素

電気使用量削減 総務部責任者

ガソリン使用量削減 環境管理 責任者

二酸化炭素

現場責任者

軽油使用量削減 現場責任者

現場責任者

組織本来の取組
環境配慮した施工
（手戻り工事ゼロ）

現場責任者

廃棄物

上水使用量

産業廃棄物削減

節水 現場責任者
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６.　環境経営目標実績結果と評価

○全体
目的 単位 基準年（２０21年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 48,949.69 48,460.19 48,050.73 〇

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033 6,073 △

・ガソリン使用量削減 L 10,561.27 10,455.66 12,420.71 ✖

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96 6,104.18 〇

廃棄物排出量削減 kg 62,488.00 61,863.12 69,702.00 ✖

上水使用量削減　　 m3 140.10 138.70 47.00 〇

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12 12 ○

環境配慮施工の推進　＊3 実施率（％） 100 100 100 〇

○：目標達成

×：目標未達成

○事務所
目的 単位 基準年（２０２１年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減 kg-CO2 13,184.33 13,052.49 12,629.21 ○

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033 6,073 △

・ガソリン使用量削減 L 4,175.16 4,133.41 3,941.08 ○

一般廃棄物排出量削減 kg 268.0 265.32 202.00 〇

上水使用量削減　　　 m3 38.0 37.62 35.00 〇

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12 12 ○

○建設現場

目的 単位 基準年（２０２１年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　　＊1 kg-CO2 35,765.36 35,407.71 35,421.52 △

・ガソリン使用量削減 L 6,386.11 6,322.25 8,479.63 ✖

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96 6,104.18 〇

産業廃棄物排出量削減 kg 62,220.00 61,597.80 69,500.00 ✖

上水使用量削減　　　 m3 102.1 101.08 12.0 〇

環境配慮施工の推進　＊3 実施率 100% 100% 100% ○

○コメント(事務所と現場を記述)

○取組期間　2022年９月　～　2023年８月

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力2022年1月7日発表

　　　(2020年実績)の調整排出係数０．574（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．地域貢献のため事務所周辺の清掃に取組ます。

＊３．組織本来の取組として環境に配慮した施工方法（手戻り工事ゼロ）の推進に取組ます。

＊４．化学物質の使用がないため、目標を設定していません。

二酸化炭素の削減

昨年より事務所の電気使用量は若干減少しているが、目標は達成出来なかった。

現場のガソリン使用量は県外の現場への長距離移動があったため、目標より増大

した。軽油使用量は目標達成できた。

廃棄物排出量の削減

事務所の可燃ごみ、一般廃棄物の梱包材のダンボール量も削減でき目標値を達成で

きたが、産業廃棄物排出量は目標値を達成出来なかった。

今後は従業員の意識向上を図り、次年度も目標値達成の為に努力する。

上水使用量の削減
事務所、現場の上水使用量削減の目標は達成できた。

今後も節水シールの貼付やコマを取付し、今後も節水に努める。

地域貢献の取組
事務所周辺の清掃を月1回実施できた。今後も継続していく。

環境配慮施工の推進
施工開始前に施工内容、方法の確認を行い、手戻り工事の発生を防ぐことができ

た。
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７-1.　環境経営活動の結果と次年度の取組内容

○事務所

・取組期間　2022年9月　～　2023年８月

具体的実施項目 実施責任者 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 評価

①不要な照明を消す 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②適正温度の維持 △ 〇 〇 △ △ △ △ 〇 〇 〇 △ △

③OA機器類の節電ﾓｰﾄﾞ使用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①アイドリングストップの徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③営業活動距離の短縮 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①ごみの分別収集 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②コピー用紙の裏面の利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①節水シールポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②節水コマの取付 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①周辺清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的

　た。（昨年より少し減少した）

今後も節水シールの貼付又は節水コマを取付し、節水に努める。

地域貢献のため、今後も事務所周辺の清掃を月1回実施してい
く。

今後も節電、ガソリン使用量の削減活動（アイドリングストップ
の徹底、エコドライブの励行）に努め、目標を達成する。

今後もごみの分別収集等、活動を継続する。

節水に努めたので、目標値を達成できた。

　事務所周辺の清掃を月1回実施できた。

　今後も継続していく。

　し、節電に努めたが、電気使用量が目標値より増え

・事務所ガソリン使用量はエコドライブに努め、目標

廃棄物

上水使用量

地域貢献の
取組

地域貢献の
取組

地域貢献 代表取締役

・事務所の可燃ごみ等の分別収集を徹底できた。

・コピー用紙の裏面の利用も有効利用できた。

〇

次年度の取組内容

二酸化炭素

○：計画通り実施

△：一部出来なかった

×：出来ていない

・不要な照明を消し、空調設備の適正温度管理を実施

　値を達成できた。

評価に対するコメント

二酸化炭素

電気使用量削減
総務部
責任者

△

ガソリン使用量
削減

環境管理
責任者

〇

〇

上水使用量 節水
環境管理
責任者

〇

廃棄物 一般廃棄物削減
総務部
責任者
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７-2.　環境経営活動の結果と次年度の取組内容

○現場

・取組期間　2022年９月　～　2023年８月

具体的実施項目 実施責任者 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 評価

①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②エコドライブの励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②定期的な保守点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①マニフェストの徹底管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②分別の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③再資源化に努める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①工程改善による節水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②節水コマの取付 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①開始前に施工内容、方法の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②次工程移行前の施工確認の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的

環境配慮施
工の推進

施工開始前に施工内容、方法の確認を行い、手戻り工事の

発生を防ぐことができた。
手戻り工事や無駄な施工を排除し、次工程に影響を与えない配慮を
するように指導していく。

〇
組織本来の取
組

環境配慮した施
工（手戻り工事
ゼロ）

上水使用量 節水
現　場
責任者

〇

〇

軽油使用量削減
現　場
責任者

〇

廃棄物 産業廃棄物削減
現　場
責任者

〇

上水使用量

節水に努めたので、目標値を達成できた。

二酸化炭素

ガソリン使用量
削減

現　場
責任者

現　場
責任者

廃棄物

産業廃棄物の分別収集をし、マニフェスト管理ができた。

工事量が増えた為、排出量が削減出来なかった。

二酸化炭素

ガソリン、軽油の使用量の削減を意識して、アイドリングストッ

プの徹底、エコドライブの励行に努めたが、県外現場への移動と

○：計画通り実施

△：一部出来なかった

×：出来ていない

評価に対するコメント 次年度の取組内容

現場で水を使用する際も節水シールの貼付又は節水コマを取付し節水に
努めていく。

工程の改善による節水活動に努める。

今後もアイドリングストップ、エコドライブを推進し、ガソリン、
軽油の使用量の削減に努める。

従業員の意識向上を図る。

現場での残材料および不要物の発生削減に努め、産業廃棄物の分別
を行う。

工事量の関係でガソリン使用量が増加し、目標未達成だった。

軽油使用量の削減は目標達成できた。
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8.　次年度の環境経営目標

○中・長期目的・目標

単位 基準年（２０２１年） ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 48,949.69 48,460.19 47,970.70 47,481.20

・電気使用量削減 kWh 6,094 6,033 5,972 5,911

・ガソリン使用量削減 L 10,561.27 10,455.66 10,350.04 10,244.43

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,927.96 7,847.88 7,767.80

廃棄物排出量削減 kg 62,488.00 61,863.12 61,238.24 60,613.36

上水総使用量削減        m3 140.10 138.70 137.30 135.90

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12 12 12

環境配慮施工の推進　＊3 実施率（％） 100 100 100 100

○短期目的・目標

・取組期間　2023年　9月　～　2024年　8月

・全体
目的 単位 基準年（２０２１年） ２０２３年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 48,949.69 47,970.70

・電気使用量削減 kWh 6,094 5,972

・ガソリン使用量削減 L 10,561.27 10,350.04

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,847.88

廃棄物排出量削減 kg 62,488.00 61,238.24

上水使用量削減       m3 140.10 137.30

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12

環境配慮施工の推進　＊3 実施率 100 100

・事務所
目的 単位 基準年（２０２１年） 目標

二酸化炭素の削減 kg-CO2 13,184.33 12,920.65

・電気使用量削減 kWh 6,094 5,972

・ガソリン使用量削減 L 4,175.16 4,091.66

一般廃棄物排出量削減 kg 268.00 262.64

上水使用量削減       m3 38.00 37.24

地域貢献（周辺清掃）＊2 回 12 12

・建設現場
目的 単位 基準年（２０２１年） 目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 35,765.36 35,050.05

・ガソリン使用量削減 L 6,386.11 6,258.38

・軽油使用量削減 L 8,008.04 7,847.88

産業廃棄物排出量削減 kg 62,220.00 60,975.60

上水使用量削減      m3 102.10 100.06

環境配慮施工の推進　＊3 実施率 100% 100%

＊４．化学物質の使用がないため、目標を設定していません。

目的
目　　　標

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、四国電力発表2022年1月7日発表（2020年実績）の調整後排出係数

＊２．地域貢献のため事務所周辺の清掃に取組ます。

＊３．組織本来の取組として環境に配慮した施工方法（手戻り工事ゼロ）の推進に取組ます。

　　　０．574（kg－CO2／kWh）を使用した。
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9.　次年度の環境経営計画

(具体的取組内容)

○事務所
・取組期間　2023年9月　～　2024年8月

具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③OA機器類の節電ﾓｰﾄﾞ使用

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③営業活動距離の短縮

①ごみの分別収集

②コピー用紙の裏面の利用

①節水シールポスター掲示

②節水コマの取付

①周辺清掃

○現場
・取組期間　2023年9月　～　2024年8月

具体的実施項目 実施責任者

ガソリン使用量削減 ①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

①アイドリングストップの徹底

②定期的な保守点検の実施

廃棄物 産業廃棄物削減 ①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底

③再資源化に努める。

①工程改善による節水

②節水コマの取付

①開始前に施工内容、方法の確認

②次工程移行前の施工確認の実施

現場責任者

組織本来の取組
環境配慮した施工
（手戻り工事ゼロ）

現場責任者

上水使用量 節水 現場責任者

軽油使用量削減 現場責任者

廃棄物 一般廃棄物削減 総務部責任者

上水使用量 節水 環境管理責任者

地域貢献の取組 地域貢献 代表取締役

二酸化炭素

現場責任者

二酸化炭素

電気使用量削減 総務部責任者

ガソリン使用量削減 環境管理責任者
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10.　環境関連法規制等の遵守状況及び違反・訴訟等の有無

法令及び条例 実施内容 遵守状況

廃棄物処理法
委託契約の締結
マニフェストの交付及び保管
実績の報告（知事への報告

遵守

建設リサイクル法
廃棄物の分別
再資源化の促進及び再生資源の利用

遵守

家電リサイクル法 委託業者へ依頼
期間中該当工事

なし

フロン排出抑制法
専門登録業者へ委託依頼
建設機械のフロン類を管理点検

遵守

騒音規制法
行政への事前確認及び届出
規制基準の遵守

期間中該当工事
なし

振動規制法
行政への事前確認及び届出
規制基準の遵守

期間中該当工事
なし

グリーン購入法 環境を考慮した事務用品の購入 遵守

浄化槽法
設置・廃止の届出
浄化槽の定期検査・保守点検の実施

遵守

香川県環境基本条例 法令の遵守 遵守

香川県生活環境の保全に関
する条例

法令の遵守 遵守

丸亀市環境基本条例 法令の遵守 遵守

丸亀市公害防止条例 法令の遵守 遵守

※「環境関連法規等の取りまとめ」より

当社に関係する環境関連法規の遵守を確認した結果、違反はありませんでした。
また、過去3年間にわたって利害関係者及び関係当局からの違反・訴訟等の指摘は
ありませんでした。
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11.　代表者による全体の評価と見直し指示

・環境目標達成のため社員一丸となって取り組んだ。数値目標は未達成だった項目

　もあった。

・二酸化炭素の排出量削減は、電気、ガソリン使用量は増えたが、軽油使用量は削減

　できたので数値目標は達成できた。（アイドリングストップ、エコドライブに努め

　たが使用量削減に至らなかった。）

・産業廃棄物排出量は増えたが、一般廃棄物排出量は削減できた。社員の意識向上

　で分別収集は徹底できたと思う。（エコステーションの利用・リサイクル業者への

　搬入等）

・二酸化炭素の排出量、廃棄物排出量ともに工事量に影響を受ける傾向にあるが、削

　減目標達成に向けて社員一同で今後も努力する。

・今後は要因の調査、改善に向けての対策を行い、数値目標を達成できるよう努力す

　る。エコアクション21を通して社員の環境美化意識が向上していることに価値が

　あった。

・環境経営方針と実施体制は引続き継続して取り組む。

 2023 年 12 月 20 日

　　　　　飯綾建設　株式会社

　　　　　 代表取締役　栗　正義
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